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久慈市港湾エネルギー推進課

株式会社 日立パワーソリューションズ

第1回 検討委員会 資料

資料２

本資料内に記載している情報について、二次転用する場合は事前に久慈市
へご連絡をお願い致します。また、記載内容について久慈市による事前承諾
のない加工は厳禁致します。



議事２．検討委員会の設立趣旨
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＜検討委員会の設立趣旨＞
「久慈市自立・分散型エネルギー供給スキーム設計業務」の事業実施にあたっては、自立・分散型電源に関する知見、事業スキーム、送電・配電事業に関する知
見など先進かつ専門的な知識が不可欠です。そのため、事業の実現可能性調査を実行するにあたって、それらの専門知識を有する電気事業者、地元の地域新電
力会社、その他関係者の方々にご参集いただき、調査手法や事業構築に関してのご知見を賜りながら、調査業務を円滑に、また、実りある成果を出すべく、検討委
員会を設立させていただきました。

＜検討テーマ＞
 第１回事業説明と全体方針に対するご助言
 第２回システム検討、報告書中間とりまとめ案に対するご助言
 第３回事業性評価に対するご助言と最終報告書案へのご意見

発注者

久慈市
企業立地港湾部

受託者

日立
パワーソリューションズ

検討委員会

• 久慈地域エネルギー（株）（地域新電力会社）
• 東北電力ネットワーク（株）（送配電事業者）
• 生活福祉部（市脱炭素、省エネルギー担当）
• 企業立地港湾部（実施担当、市再生可能エネルギー担当）
• 山形総合支所（再エネ導入エリア担当）
• 岩手県県北広域振興局経営企画部（県北広域再生可能エネ

ルギー担当）

企業情報

設立年月日 昭和35年(1960年)4月20日

所在地 茨城県日立市幸町三丁目2番2号

主な事業

分散電源

風力発電設備の地点開発、建設・据付、サービス、
O＆M、太陽光、ガスエンジン、非常用発電機、蓄
電池、EMS

委託

検討・助言 検討・助言

地域エネルギー事業

2017年 ひおきコンパクトグリッド事業（鹿児島県）



議事３．調査項目
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1．目的（仕様書抜粋）

a. 自立した地産地消スキームを検討することで、送電網の脆弱な地域へ展開することを目的に自立・分散型エネルギーの導入ポテンシャルについて調査
b. オンサイトPPAモデル事業の普及・展開を目指すため、オンサイトPPAモデル事業による日中の余剰電力を活用した自然冷媒ヒートポンプ給湯器等の導入

可能性調査

2．具体の実施内容（仕様書抜粋）

1. 陸上風力及び太陽光発電所の「オフサイトPPAモデル事業」による採算性調査及び検討委員会の開催支援等
① 陸上風力及び太陽光発電所の自営線敷設による「オフサイトPPAモデル事業」の導入に向けた項目ごとの費用及びスケジュールの調査
② 自営線敷設費用と比較するため、「オフサイトPPAモデル事業」においては電源接続案件一括検討プロセスにおいて想定される工事費負担金も併

せて試算
③ 小売電気事業者と連携した、再エネ導入の促進に向けたスキームの検討

調査a-2
自営線と電源接続案件一括検討プロセス
（募プロ）による事業費比較

久慈市内へ
の再エネ促進

再エネ利用の
オフサイトPPA事業導入

可能性調査

オンサイトPPA及びエコ
キュート導入可能性調査

調査a-1
発電量の算定と
現状の需要量の調査

調査a-3
最適な事業スキームの検討

a. 再エネ利用のオフサイトPPA事業導入可能性調査（上記1の内容）

b. オンサイトPPA及びエコキュート導入可能性調査（上記2の内容）

調査b-1
一般家庭の需要量の算定

調査b-2
一般家庭のオンサイトPV
の発電量算定

調査b-3
最適な事業スキームの検討

2. オンサイトPPAモデル事業による日中の余剰電力を活用した自然冷媒ヒートポンプ給湯器の導入可能性について調査オンサイトPPAモデル事業の普及・
展開を目指すにあたり、日中の余剰電力を活用した自然冷媒ヒートポンプ給湯器の導入可能性を調査し、ガス、灯油等化石燃料の使用量低減方法の検
討

a b



3．対象地域

議事３．調査項目（対象地域、調査：a-1）
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項目 旧久慈市市街地 旧山形村川井地区 合計

公共施設 4 8 12

民間施設 14 8 22

合計 18 16 34

図1 対象地域

表1 対象需要家

4．調査内容
【調査： a-1】
発電量の算定と現状の需要量の調査

調査・検討項目
a. 需要家の需要電力量の調査

• 公共施設：入手済み（久慈市、久慈地域エネルギー株式会社
ご協力）

• 民間施設：アンケート
b. 太陽光・風力発電設備の発電量シミュレーション

• 太陽光発電は公用地におけるポテンシャル
• 計画中風力発電のポテンシャル

c. 太陽光発電、風力発電設備及び付帯設備（受電設備等）導入費用の調査

旧霜畑小学校
（太陽光）

旧日野沢小学校
（太陽光）

旧繋小学校
（太陽光）

久慈地区拠点工業団地
（太陽光）

風車（仮）

旧荷軽部小学校
（太陽光）

山村広場
（太陽光）

柿乃花牧場付近（太陽光）

図2 太陽光発電の候補地※及び風車の仮場所

※：可能性調査につき可能性のある候補地となります
※：旧小学校については校舎外を想定しております

旧久慈市市街地

旧山形村川井地区

旧小国小学校（太陽光）



議事３．調査項目（調査：a-2 ）
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②電源接続案件一括検討プロセス（募プロ）

東北電力NW殿

旧久慈市市街地

募集プロセス（工事負担金）

風力

オフサイト

図6 募プロオフサイトPPAモデル事業イメージ図
（旧山形村川井地区）

需要家

太陽光

オフサイト

図5 オフサイトPPAモデル事業イメージ図
（旧久慈市市街地）

需要家

旧山形村川井地区

調査・検討項目
a. 導入発電設備の設置場所の調査・検討
b. 自営線敷設ルートの調査・検討
c. 自営線敷設費用の調査
d. 逆潮流の可否（事前相談）
e. 工事負担金の算定

逆潮流の可否

【調査：a-2】
自営線と電源接続案件一括検討プロセス（募プロ）による事業費比較
①自営線敷設による「オフサイトPPAモデル事業」

需要家

自営線

太陽光

検討範囲東北電力NW殿

オフサイト

図3 自営線敷設オフサイトPPAモデル事業イメージ図
（旧久慈市市街地）

旧久慈市市街地

需要家

自営線

風力

検討範囲東北電力NW殿

オフサイト

図4 自営線敷設オフサイトPPAモデル事業イメージ図
（旧山形村川井地区）

旧山形村川井地区



【調査：a-3】
最適な事業スキームの検討

議事３．調査項目（調査：a-3）
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調査・検討項目
a. オフサイトPPAモデルの事業性評価・検討

小売電気事業者

PPA事業者
負担金

補助金、
交付金活用※

費
用

• 需要家からのエネ
ルギー料金の徴収

利益

￥

図7 事業スキームイメージ案

公用地の
貸出

太陽光発電

公用地（オフサイト）

蓄電池
自営線

PPA事業者

• 久慈市市内の再エ
ネ導入促進

需要家

利益

￥

• 貸出料金
• 固定資産税

久慈市

￥

• 未利用地の有効活
用

ランニングコスト

設備
導入費

収入

貸出料金
固定資産税

支出 収入 収入支出

利益

利益

PPA事業者
への支払い

ランニングコスト

設備導入
回収費用

支出

エネルギー
料金

PPA事業者 小売電気事業者 需要家久慈市

電気 電気



議事３．調査内容（オンサイトPPA）
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4．調査内容（オンサイトPPA及びエコキュート導入可能性調査）

安定化のため

常時出力制限

電力需要

余剰電力

自家消費

電力需要が少ない

時間帯では

余剰電力発生

温水熱

供給

図8 太陽光+エコキュートシステム及びスキームイメージ

PCS

太陽光発電

エコキュート

PPA事業者

利益
￥

太陽光発電

事
業
費

エコキュート設備

エコキュート設備
（15年後）

図9 先行事例

【調査：b-1】一般家庭の需要量の算定

調査・検討項目
a. 需要電力量の算定

【調査：b-2】一般家庭のオンサイトPVの発電量算定

調査・検討項目
a. 一般家庭のオンサイトPVの発電量算定

【調査：b-3】最適な事業スキームの検討

調査・検討項目
a. 設備導入費用の調査
b. オンサイトPPAモデルの事業性評価・検討
c. ガス、灯油等化石燃料の低減量算定

ランニングコスト

利益

支出 収入

エネルギー

支出

PPA事業者
への支払い

設備導入
回収費用

一般家庭

PPA事業者 一般家庭

＜先行事例＞
• 場所：宮古島
• PPA事業者：MMEC（宮古島未来エ
ネルギー）

• 特徴：
 太陽光発電、エコキュートの据
付費用はPPA事業者負担

 PPA事業者にて2か月に1回の
点検、検針を実施

 PPA事業者が余剰電力を買取
（その後沖縄電力（株）へ売電）



議事４．今後のスケジュール
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10 11 12 ’23/1 2 ３

大工程

a．再エネ利用のオフサイトPPA事業導入可能性調査

a-1 発電量の算定と現状の需要量の調査

a-2
自営線と電源接続案件一括検討プロセス（募プロ）による
事業費比較

a-3 最適な事業スキームの検討

b．オンサイトPPA及びエコキュート導入可能性調査

b-1 一般家庭の需要量の算定

b-2 一般家庭のオンサイトPVの発電量算定

b-3 最適な事業スキームの検討

報告書作成

第1回検討委員会（10/4）

3/6：報告書提出

3/13：工完

第2回検討委員会（12/上） 第3回検討委員会（2/上）


